
o三 二
〆,(

おどり出た荒馬と太刀振り

農
繁
期
も
終

っ
て
ほ
っ
と
ひ
と
息
―
。
今
年

も
去
る
五
日
相
内
の
虫
送
り
が
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
笛
や
太
鼓
に
合
せ
て

″
荒
馬
″

や

″
太
刀
振
り
″
が
踊
り
出
て
ま
つ
り
気
分
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

相
内
の
虫
送
り
は
、「
津
軽
地
方
の
虫
送
り
の

時
代
山
王
坊
で

「
虫
切
り
」
と
い
う
行
事
と
し

て
行
わ
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
。

（村
史
資
料
編

に
よ
る
）
そ
れ
だ
け
に
主
催
団
体
の
郷
土
芸
能

保
存
会
と
青
年
団
で
は

″虫
作
り
″
と
″
お
ど
り
″

の
練
習
に
力
を
入
れ
、
今
年
も
小

・
中
学
生
を

ま
じ
え
た
約
百
人
が
勢
ぞ
ろ
い
。
二
年
続
き
の

冷
害
を
ふ
っ
と
ば
そ
う
１
と
、
意
気
さ
か
ん
な

ま
た
民
俗
芸
能
と
し
て
も
県
内
外
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
ア
マ
カ
メ
ラ
マ
ン

や
観
光
客
も
押
し
か
け
、
に
ぎ
わ
い
は

一
日
中

続
き
ま
し
た
。

虫
送
り
が
終
り
、
運
動
会
が
終
る
と
夏
は

一
6月号



塩
分
を
減
ら
し
て
高
血
圧
を
な
く
そ
う

健
康
管
理
に
有
意
義
な

一
日

先
ず
、
減
塩
食
試
食
コ
ー
サ
ー

と
ぉ
り
塩
分
を
少
な
＜
し
た
も
の

で
‐１
揚
げ
魚
の
タ
ル
タ
ル
ツ
ー
ス

日聾

羮
瞥

動笏 蹴塩f酔



(3)広 薇ιチろ

ごみ収集増やして34%

恵
ま
れ
た
自
然

多
く
が
肯
定
的

～
卜
項
目
か
ら
答
え
を
選
択
す
る

ま
た
、
生
活
環
境
問
題
で
困

っ

場
へ
連
絡
、
相
談
す
る
」
が
二
七

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
環
境
保
健
行

卜
で
行
政
に
対
す
る
期
待
や
依
存

ま

た

、

ご

み

処

理

処

理

と

収

集

が

ほ

ぼ

一
方

し

尿

処

理

に

つ

取
り
式
ト
イ
レ
だ
が
、
業
者
に
依

頼
し
て
も
数
日
か
か
る
と
の
答
え

ら
出
る
家
庭
汚
水
の
処
理
に
つ
い

て
も

一
割
以
上
の
人
が

「た
れ
流

し
地
下
浸
透
処
理
」
と
答
え
る
な

ど
、
環
境
整
備
の
遅
れ
を
指
摘
す

る
人
が
多
く
、
行
政
側
の
対
応
に

美
化
宣
言
の
村

知
っ
て
い
る
８０
％

さ
ら
に
村
が

「環
境
美
化
宣
言

い
る

「衛
生
ご
よ
み
」
を
見
て
い

環
境
美
化
に
対
す
る

こ
の
ほ
か
、
「住
み
　

一

対
す
る
提
言
と
し
て
、

つ
運
動
の
展
開
―
と

村
で
は
、
環
境
保
健
に
対
す
る

よ
う
村
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

大
き
い
行
政
へ
の

期
待
と
依
存
度



広報 d多 チろ (4)

老人パワ:「‐‐86o拓走破.‐

八王子市の番場さん

じ
ょ
っ
ば
り
精
神
が
支
え

番

場

さ

ん

が

十

二

ま

で
自

転

車

体

力

に
自

信

を

な

く

し

、

心

ま

で

キ

ロ
走

破

と

な

る

と

そ

れ

な

り

の

た

妻

の
キ

ミ

ヱ
さ

ん

は

、

十

三

地

十
九
歳
の
い
ま
も
自
転
車
を
乗
り

番
場
さ
ん
が
家
族
や
老
人
ク
ラ

子
市
の
自
宅
を
出
発
し
た
の
は
五

を
北
上
し
、
初
日
は
あ
い
に
く
の

雨
に
見
舞
わ
れ
る
悪
天
候
で
し
た

が
、
栃
木
県
黒
磯
市
ま
で
快
調
に

ペ
グ
ル
を
踏
み
、
宮
城
県
自
石
市

か
ら
岩
手
県
北
上
市
へ
と

一
〇
七

号
線
を
走
り
続
け
、
秋
田
県
大
潟

村
を
経
て
日
的
地
の
十
三

・
浜
田

さ
ん
宅
に
着
い
た
の
は
十

一
日
午

に
浜
田
さ
ん
の
家
族
は
じ
め
親
類

途
中
は
急
坂
も
な
く
苦
し
い
と

思
わ
な
か
っ
た
が
、
幹
線
道
路
で

出
れ
ば
猛
ス
ピ
ー
ド
で
通
り
過
ぎ

る
若
者
の
自
動
車
に
は
恐
れ
を
な

の
旅
を
終
え
た
番
場

さ
ん
は

「無
事
走
破

を
証
明
で
き
て
こ
ん

番
場
さ
ん
は
目
下
、

浜
田
さ
ん
宅
に
滞
在

中
で
山
菜
取
り
や
釣

（
十

二

の
砂

山

ま

つ
り

に

部

落

内

一
巡

）全
運
動
参
加
。

対
策
会
議
、

⌒役
員
）

△
監
事
　
柳
谷
み
き

ベダル踏み踏み 5日 間で十三ヘ

幼
児
を
較
踊
か
ら
守
ろ
う

□
十
二
保
育
所
に
自
鳥
ク
ラ
ブ

と
、
こ
の
ほ
ど
十
三
保
育
所
に
「
白

　

　

続
い
て
議
案
の
審
議
に
移
り
、

察
署
長
、
神
島
金
木
地
区
安
協
事
　
　
し
た
。

務
局
長
な
ど
来
賓
多
数
出
席
し
て
　
　
　
（事
業
計
画
）

開
か
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
□
七
月
　
夏
の
交
通
安
全
運
動
に



(5)広 報ιメ4

町
民
の
手
で
再
建

れ
て
い
ま
す
が
、
天
災
に
遭
遇

わ
れ
て
廃
寺
と
な

っ
て
い
た
も

「十
三
惣
町
中
の
者
ど
も
寺

も
遠
路
に
御
座
候
間
、
小
寺
成

と
同
寺
縁
起
に
あ
る
こ
と
は
雄

弁
に
こ
の
事
実
を
物
話
っ
て
い

が
、
そ
れ
ま
で
何
処
の
寺
の
檀

お
そ
ら
く
弘
前
の
浄
土
宗
の
お

天
龍
を
迎
え

て
開
山

惣
代
の
人
々
は
直
ち
に
津
軽

浄
土
宗
の
本
山
で
あ
る
弘
前
の

誓
願
寺
を
訪
問
し
て
、
住
職
の

無
角
和
尚
に
面
接
し
、
住
持
の

と
こ
ろ
、
早
速
承
諾
し
て
く
れ
、

天
龍
和
尚
を
選
ん
で
初
代
の
住

山
）
や
寺
号

（湊
迎
寺
）
ま
で

時
に
寛
永

二
乙
丑
年

（西
紀

一

六
二
二
五
、
去
今
二
五
八
前
）

初
代
天
龍
は
、
秋
田
生
ま
れ

の
初
代
住
職
と
し
て
十
二
町
民

号
を
空
蓮
社
呑
誉
上
人
天
龍
大

今
は
な
き
胸
馘
松

ら
誰
で
も
記
憶
に
新
た
な
名
物

の

一
つ
に
湊
迎
寺
の
臥
龍
松
と

す
。
南
郡
藤
崎
町
の
飛
龍
松
と

憶
で
す
が
、
今
は
見
当
た
ら
な

正
徳
年
間

に
植
樹

二
年
頃
の
記
録
に
よ
り
ま
す
と
、

樹
齢
二
百
年
は
優
に
あ
る
と
の

と
、
正
徳
年
間

（西
紀

一
七

一

一
―

一
五
）
に
な
り
ま
す
。
そ

の
あ
た
り
の
住
職
を
調
べ
て
見

七
世
の
曇
跡
無
檄
硫
憩
和
尚
の

ザ

ゑ

子

を

②

力
・脅
球
勺

災
離
だ
ば
畳
の
上
で
も
死
ぬ

賢
し
か
ち
か
陸
サ
上
る
　
小
賢

先
勝
ぢ
ア
馬
鹿
勝
ぢ
　
勝

っ
て

酒
に
香
ま
れ
る
　
泥
酔
す
る
。

嶽
木．が
ら
浄
ぢ
る
　
猿
の
よ
う

宗
で
水
汲
む
　
徒
労
の
意
。

猿
に
木
登
り
教
え
る
ナ
　
要
ら

ぬ
干
渉
を
す
る
な
と
い
う
意
。

ぬ
鮮
も
駆
子
ひ
と
つ　
泣
い
て
も

触
ら
め
神
に
崇
り
な
し
　
関
係

産
婦
の
帯
し
な
り
　
服
装
の
だ

二
魚
の
駆
サ
熙
た
の
集
　
女
ヒ
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■
六
月
定
例
村
議
会

収
入
役
に
山
田
さ
ん
を
再
任

会一
搬
四
千
六
百
万
円
追
加
補
正

般
会
計
補
正
予
算

□
昭
和
五
十
七
年
度
市
浦
村
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（百
五
十
万
円
減
額
補
正
）

□
昭
和
五
十
七
年
度
相
内
財
産

区
特
別
会
計
補
正
予
算

（
三
百
十

九
万
五
千
円
追
加
補
正
）

□
昭
和
五
十
七
年
度
市
浦
村
脇

元
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

（六
百
十
五
万
五
千
円
追
加
補
正
）

□
昭
和
五
十
七
年
度
市
浦
村
十

三
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

（三
百
九
十

一
万
円
追
加
補
正
）

□
村
営
に
よ
る
土
地
改
良
事
業

の
施
行
に
つ
い
て

（災
害
防
止
施

設
事
業
＝
県
単
た
め
池
整
備
事
業
）

□
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（大
沼

一
号
線
、
太
田
三
号
線
）

□
市
浦
村
高
齢
者
等
肉
牛
飼
育

事
業
基
金
条
例
の

一
部
改
正
に
つ

□
市
浦
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

築
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

⌒請
負
金
額
三
千
九
百
三
十
万
円
、

契
約
の
相
手

・
帥
巴
組
鉄
工
所
青

森
支
店
）

山

田
収

入

役

の
略

歴

昭
和
十
七
年
四
月
、
十
二
村
役

場
書
記
を
振
り
出
し
に
、
三
十
六

年
四
月
住
民
係
長
、
三
十
八
年
十

月
民
生
係
長
、
四
十
年
四
月
総
務

課
長
と
な
り
、
四
十
六
年
教
育
次

長
、
四
十
八
年
十
月
収
入
役
に
就

任
。
今
回
が
三
期
目
。

定
例
村
議
会
は
、
六
月
十
八
日

年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

十
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た

ほ
か
、
収
入
役
に
山
田
勝
明
さ
ん

（
５４
）
を
再
任
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
は
四
千
六

百
四
十
四
万
五
千
円
を
追
加
し
、

総
額
十
五
億
二
千
九
百
四
十
四
万

五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
お
も
な
も
の
は
、
十
二

湖

・
中
島
遊
歩
道
橋
架
設
工
事
費

三
千
五
百
万
円
の
ほ
か
、
十
二
地

区
収
納
庫
新
築
工
事
二
百
万
円
な

叫　　　「教幌神社嘱聾如。

□
昭
和
五
十
七
年
度
市
浦
村

一

広
報
し
う
ら
準
特
選
入
賞

□
青
森
県
広
報

コ
ン
ク
ー
ル

昭
和
五
十
六
年
度
青
森
県
広
報
　
　
い
た
本
村
も
晴
れ
の
表
彰
を
受
け

コ
ン
ク
ー
ル
と
広
報
功
労
者
の
表
　
　
ま
し
た
。

彰
式
は
、
五
月
二
十

一
日
八
戸
市
　
　
　
対
象
に
な

っ
た
広
報
紙
は
、
昨

で
行
わ
れ
、
準
特
選
入
賞
に
輝
や
　
　
年
の
六
月
号

（
一
六
六
号
）
で
す

優
れ
て
お
り
、
内
容
が

豊
か
で
あ
る
」
と
い
う

ん

　

審
査
員
の
評
で
す
。

景
　
同
コンクー
ルの人賞

種
　
は四
回
目
。準
特
選
は

け
　
初
め
て
です
。

猥
　
　
な
お
、
こ
の
日本
村

締
　漱碑地麒̈
蜂知制な

□東北郵政局

～はがきで選ぶ～

東北観光地60景募集中

・ 応募方法 ハガキに観光地名 1箇所 と、あ

なたのお名前、住所、年齢 を記入の上お出 し

なお、で きれば30字位でまとめた推薦のこと

|∫ をお願いします o

・ あて先 〒980仙台市一番町一丁目 1-34

東北郵政局内

はがきで選ぶ東北観光地60景係

・ 募集期間 昭和57年 6月 15日 ～昭和57年 7

月23日 (当 日消Fp有効 )

・ 贅  「60景」に投票 された方の中から、抽選

で300名 様に下記の景品 を贈 ります。

(1渉紅Jヒ 郵政局オリジナル

「切手帳 I」 ・  50名様

「切手帳 日本の歌 シリーズ」……・150名 様

(4凍北郵政局オリジナル
'「
ネクタイビン・カフスセッ ト」 ……・・50名様

なおヽ推薦の言葉 をお書 きくだ さった方に

は、上記 とは別に再抽選の上、300名様 に粗品

・ 発表 選定された「60景」は57年 8月 上旬

に郵便局の窓口に掲示す るほか、報道機関に

なお、入賞者の発表は、賞品の発送をもって

・ 主催 東北郵政局

地区の国道で老人 (79)が乗用車にはねられ



お知らせ

□県青少年婦人対策室で

私の主張・私の提言募集

□交通災害共済

途中からでも加入できます

□犬の管理は正しく

放 し飼いはやめましょう

□交通事故相談

いっさい無料です

ひとこと親

と
子

の
深

い

つ
な
が
り
を

桂
川
　
山
田
遭
二
（２４
）

日
本
人
は
欧
米
人
に
比
べ
て
子

ど
も
の
教
育
に
無
関
心
だ
と
い
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
は
子
ど
も
の
勉
強

子
ど
も
に
頼
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
。
ま
た
、
子
ど
も
と

一
緒
に
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
と
か
、
旅
行
す
る

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
親
と
子
の
間

の
結
び

つ
き
が
薄
れ
る
の
も
当
然

「意
志
」
と

「隋
性
」
と
が
違

う
よ
う
に
、
子
ど
も
を
愛
す
る
こ

は
甘
え
で
あ
り
、
お
の
ず
か
ら
限

親
と
子
の
関
係
は
そ
の
時
か
ぎ
り

の
憎
し
み
は
あ

っ
て
も
、
生
き
る

と
い
う
こ
と
に
強
い
意
志
と
感
動

ぢち

::
お繰
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第 6回商工会

珠算検定合格者

二
級
以
上
の
合
格
者
は
ゼ
ロ

▽
七

級

　

豊

島

夏

子

（
十

三

小

）

竹

谷

洋

子

、

成

田

裕

美

、

黒

川

公

美

子

（
脇

元

小

）
木

村

文

昭

、

工

藤

秀

人

（
太

田

小

）

▽

八

級

　

柳

谷

十

和

（
十

二

小

）

萬

谷

静

子

（
脇

元

小

）

今

井

智

之

、

自

川

一
貴

（
辻

分

珠

算

塾

）

成

田

下

澤

卓

司

（
太

田

小

）

▽
九

級

　

本

荘

千

登

世

（
十

三

小

）

（』レ木諄に
一樺　商一

（紅螂つ瑚“
一越　鰤一

（に社美鵠諺
一動　』一

（陣櫛　剌一
一回　碁一
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□総合検診を初めて利用した人の状況
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